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　新年明けましておめでとうございます。
　旧年中は日本フォーム印刷工業連合会の事務運営に対して皆様より多大なご支援とご指導を
賜り、厚く御礼申し上げます。誠にありがとうございました。
　2009年は、日本経済が一昨年の世界的な金融危機の尾を引いたまま迎えた衆議院選挙で、民
主党による政権交代という戦後の歴史の中でも画期的な変化が起こりましたが、新政権による
マニフェストに沿った各政策の取り組みは、試行錯誤を繰り返しながら、着地点を見出せない
まま新年を迎えました。
　また、世界経済は欧米では最悪期を脱しつつあるとの観測も強まってきていますが、我国の
経済はデフレの進行や不安定な円相場で先行きの不透明感が強まってきています。
フォーム印刷業界も引き続き諸資材の高値安定など、市場環境は相変わらず厳しい状況で推移
しています。
　一方、市場動向は、情報媒体のデジタル化の進展により、情報手段が多様化し、変化のスピ
ードが早くなっています。いちはやく、需要構造の変化を見極めながら、顧客の満足を追求し
ていかねばなりません。これまでも、フォーム業界は「情報の器」であるビジネス･フォーム
を基盤として、情報加工技術や活用方法の向上を図りながら、事業領域を拡大してきましたが、
情報化社会で果たす役割と責任は益々増大するものと思われます。
　このようななか、昨年は団体の活動としては、情報共有の一環として、企業の社会的責任
（CSR）や、顧客満足度（CS）の向上などといった企業経営に関するテーマを中心とした講演
会を定期的に開催するなど、会員相互の啓蒙促進などにも取り組んできました。
今後も各会員が自助努力により企業体質の強化に努めるのはもとより、会員相互間の活発な活
動を通して、フォーム印刷業界の将来を見極めながら、情報を密にし、業界の発展を期してい
きたいと思います。
　皆様のご支援、ご鞭撻をお願いするとともに、益々のご活躍とご発展を心より祈念いたして
おります。

年頭所感

日本フォーム印刷工業連合会　会長

秋　山　正　法
トッパン・フォームズ株式会社　取締役会長

「情報を密に業界の発展を！」
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　謹んで新年のお慶びを申し上げます。
　皆様におかれましては、お健やかに良き新春をお迎えのことと存じます。
　旧年中は、私ども日本印刷産業連合会に対し、格別のご高配を賜り衷心より厚く御礼申し上げます。
　昨年を振り返りますと、天皇陛下ご即位20年、第２回ワールドベースボールクラッシックでの日
本２連覇、大リーグでの日本選手の活躍などの喜ばしいニュースがありました。一方、中国、九州
北部、近畿地方での記録的な集中豪雨や台風による人的災害の発生、景気悪化による所得減少、雇
用不安等が続き国民にとって大変つらい一年でありました。また、政治におきましては、８月の衆
議院選挙で民主党が圧勝し、歴史的な政権交代を成し遂げ鳩山連立内閣が発足しました。
　さて、わが国の経済情勢は、一時は回復軌道に乗ったかに見えましたが、雇用環境は一段と厳し
さを増し、設備投資も減少するなど景気の二番底も懸念され、加えてデフレの進行とドバイショッ
クによる急激な円高・株安の状態となりました。そのため日本銀行では、12月初旬にデフレ克服の
ため量的金融緩和策として、10兆円の資金供給を決定しました。さらに、政府でも第２次補正予算
に追加経済対策として、７兆２千億円が盛り込まれましたが、引き続き平成22年度の予算編成が注
目されます。今年の日本経済の見通しにつきましては、依然として先行きの不透明感が強く、政府
における中長期な経済成長への道筋と、景気回復への実効ある経済対策や雇用対策が早急に求めら
れております。　　
　こうした情況のもと、加速する情報化の進展や社会構造の変革により印刷産業を取り巻く事業環
境は大きく変動しており、これらに的確に対応することが肝要と考えます。そのため、当連合会が
果たすべき役割をしっかり認識するとともに、課題テーマを提起して積極的に諸事業を実施してい
く所存であります。ご指導、ご助言を賜りますようよろしくお願い申し上げます。本年の主な重点
事項としては、政治主導に伴う情報収集と的確な行政対応、会員団体支援、さらにカーボンフット
プリント・グリーン認定制度等環境保全の推進、認定事業（ＧＰ認定工場・Ｐマーク付与）の拡充
を挙げ鋭意取り組んでまいります。
　印刷産業におきましては、企業における広告宣伝費の削減や個人消費低迷による印刷需要の減少
や諸資材の高止まりによる負担増、そして規制が強まる環境保全など厳しい状況がしばらく続くも
のと思われますが、会員団体・関連団体の皆様と英知と力を合わせ前進して行きたいと思います。
何卒一層のご支援をお願い申し上げます。
　年頭にあたり、皆様のご多幸とご事業の益々のご繁栄をお祈り申し上げ、御挨拶といたします。

年頭所感

社団法人	日本印刷産業連合会　会	長

山　口　政　廣
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　新年あけましておめでとうございます。平成２２年の新しい年を迎え、謹んで新春のお慶
びを申し上げます。
　世界経済はリーマン・ショックから一年が経過し、各国政府の過去に例のない大型財政出
動を伴う景気刺激策により、混乱から徐々に平静を取り戻し、今後は緩やかに回復基調を辿
るものとみられます。
　日本経済は政府経済対策や海外景気の回復を背景に最悪期は脱し、足元の経済指標は持ち
直しの動きを続けているものの、これはあまりに大きく落ち込んでいた輸出企業の業績改善
が牽引しての結果に過ぎません。依然として設備や雇用の過剰感は強く、国内需要の低迷や
デフレ圧力、円高リスクなどから、内需までを含めた景気の自律的回復には相当の時間を要
するものと思われます。
　内需への依存度が高いフォーム印刷業界においては、景気回復の実感は乏しく、引き続き厳
しい市場環境が続くことは明らかであります。我々はこの厳しい環境を乗り切るために、今
まで以上にお客様の課題解決パートナーとなり「新たな価値」を創出し、提供していかなけ
ればなりません。
　昨年の日本漢字能力検定協会が毎年公募している一年の世相を表す漢字は「新」でした。こ
れは民主党新政権誕生、新型インフルエンザ新薬登場、スポーツ各界での新記録、裁判員制度
等新制度のスタートが理由としてあげられておりますが、それ以上に、閉塞感のある現在にお
いて「新しい変化」「新しい時代」に対する人々の期待や願望が込められた「新」であったと
思います。そしてこれは今まさに全ての企業（お客様）が望んでいることでもあると思います。
　グローバル化の本格的な進展は、経済環境の変化をより激しく、より複雑化していきます。
そのような環境において自分達が変化しないことは、これからの時代、最大のリスクとなっ
てきます。今を最善とは考えず、明日の最善を目指して常に新しい何かを求め、チャレンジし、
変化し続けていかなければなりません。そういった積み重ねが我々の事業活動においてイノ
ベーションを起こし、「新たな価値」を創出する原動力となる筈です。また、そうすることで
フォーム印刷業界が社会のニーズに答え続け、進化していけるものと信じています。
　最後に会員の皆さまにおかれましては、一層のご支援、ご協力をお願いしますとともに、本
年が皆さまにとって新たな価値を創出する飛躍の年となることを祈念し、年頭のご挨拶とさ
せていただきます。

年頭所感

日本フォーム印刷工業連合会　副会長

小　林　祥　浩
小林クリエイト株式会社　取締役会長

「新たな価値を創出」
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　新年明けましておめでとうございます。
　昨年から続く世界同時不況の影響を大きく受けたわが国の経済は、危機的な状況からは脱
却しつつありますが、雇用情勢の悪化やデフレが進行するなど、まだまだ予断を許さない状
況といえるでしょう。
　また、環境面で見るとグローバル化の進展や少子高齢化･人口減少が進むことで、本来、社
会全体が目指さなければならない姿が見えにくくなってきており、社会の競争力や行動力の
低下を懸念する声が日増しに強くなってきています。
　その中、フォーム業界は、依然として厳しい環境におかれています。今、われわれに一番
求められていることは企業継続の原動力となる「生産性の向上」ではないかと考えています。
これまでも顧客ニーズに対応するため、最新ＩＴの活用やノウハウの革新、作業者のスキル
アップなどの企業努力を行ってきましたが、無益な価格競争や市場価格を無視したダンピン
グから、結果として低い伸びに止まっています。
　このような状況の中で、継続的に「生産性の向上」を実現させるためには、成長が期待さ
れるマーケットを具体化させていくとともに、企業の競争力強化に繫がる取り組みや社内イ
ンフラの全体最適・稼働率向上といった施策を実施することが必要と考えます。
今、われわれが最優先に行わなければならないのは、こうした施策を通じ、新しい成長に結
びつけていくことではないでしょうか。フォーム業界が強いリーダーシップを持ち、皆さま
方の理解を得ながら、大きな上昇基調の流れを作っていけるよう望んでおります。
　本年が、フォーム業界の皆さまにとって今までにない飛躍の年となるようご活躍を祈念し、
年頭のご挨拶とさせていただきます。

年頭所感

日本フォーム印刷工業連合会　副会長

小　谷　達　雄
株式会社イセトー　取締役社長

「新しい成長を目指して」
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　明けましておめでとうございます。
　ここ数年は新しい年を迎えても、前年の反省と来るべき将来展望に大きな悩みと不安を
感じながらのいささかお目出たくない思いが続いてきました。今年はどうでしょう。
　民主党政権になって政策運営も、野党時代とは打って変わって大変歯切れが悪くなってし
まったように感じられます。折角大量当選した若い議員の皆さんには従来にない国民目線か
らの政治を期待されているはずなのですが、現状の報道等を見る限り旧来の政治権力者達の
道具としてしか使われていないように思われます。
　今年の参議院選挙を前にした社民・国民新党との連立政権も昨年の衆院選結果を念頭に行
ったものとは思えないほどに少数政党に振り回されている印象を強く受けます。確かに民主
主義社会にあって少数意見を尊重することは大切なことですが、現在の政治状況は先の選挙
における国民の期待とはかけ離れたもののように私には感じられます。
　少数政党は連立政権に参加しても、選挙結果による国民の信託の割合というものを考慮し
つつ多数政党の暴走に歯止めをかけるような立場であって欲しいものと思います。
　ところで昨年の業務委員会主催のセミナーでは、坂本先生の「日本でいちばん大切にしたい
会社」、古田土公認会計士の「どうしたら良い会社になるか」、そして林田社長の「感動を呼ぶ
サービスの神髄」の講演がありました。この三回の講演は社員やその家族を思い、顧客のため
に何をしなければならないのか、真のサービスとはどこから生み出されるのかが共通したテ
ーマでしたが、その根源は「思いやる心」であり「利他」であることを熱く語られていました。
　現実の厳しい競争社会の中にあって、実例を多く挙げての講演は将に感動的なものであり
ましたし、講演後のアンケートでも若い皆さんをはじめ多くの方から好評をいただきました。
　私事で恐縮ですが、社員のモラール向上や社会的使命についても改めて考え直す必要がある
と思わされるセミナーでありました。「お客様を大切にしなさい」とは言っても「社員を大切
に」できたか「仕事する喜び」を与えられたか、講演で挙げられた具体的な事例を「非現実的」
と考える自分がいることを知らされました。「できない」は「やらない」の裏返しでもあります。
　フォーム工連にあっても無意味な価格競争に陥ることなく、互いの技術や設備を利用し合
うなど協力して顧客から今まで以上の満足と信頼をいただき、併せて適正な利潤をいただけ
るような工業会になれればと願う新春であります。

年頭所感

日本フォーム印刷工業連合会　副会長

瀬　戸　良　教
株式会社昇寿堂　代表取締役社長

「新しい視点で魅力ある業界に」
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日本フォーム印刷工業連合会　平成21年度　第６回（持ち回り）理事会議事要録

議　題（１）委員会報告
（２）日本印刷産業連合会等関連報告
（３）各フォーム印刷工業会からの報告

議　事　理事会に先立ち、中部工業会事務局青
山様から当日及び翌日のスケジュール説明があ
った後、中部工業会松尾会長が議長となり議事
に入った。

「秋山会長挨拶骨子」
　昨夜来の台風により理事会の開催を危ぶんで
おりましたが、本日はどうもご苦労様です。
今回の持ち回り理事会に際しましては、中部フ
ォーム印刷工業会の松尾会長をはじめ、関係者
の皆様にはいろいろとご尽力いただきまして、
ありがとうございます。
　一昨日はビッグサイトで開催しております
JGASの開会式に日本フォーム工連として招かれ

まして、テープカットをしてきましたが、出展
点数は前回の２/３程度に減少しているとのこ
とでした。やはり今の経済環境の厳しさが、こ
こにも反映しているようです。
　また、中国などのアジア各国の業界代表も彼
らの印刷産業の業績が15～ 20％落ち込んでいる
と見ているようです。一方新聞によるとJGASで
は「デジタル印刷」市場が活況を呈しているとみ
ています。私も高機能化された印刷機をいくつ
か見てきました。我々もビジネス領域の拡大に
向けて、皆さんと一緒に前進して行きたいと思
います。

委員会報告

●資材委員会	

　中村委員長より、資料に基づき10月度用紙事

■平成21年10月８日（木）午後３時～４時30分岐阜グランドホテル「鳳凰の間」
■出席者（33名）

 秋山会長、小林副会長、小谷副会長、瀬戸（良）副会長、小谷（正）常任理事、中村常任理事、
玉田常任理事、松尾中部会長、中川関西会長、佐々木常任理事、石坂理事、水谷（春）理事、
滝本理事、中川（佳）理事、清水理事、丸田理事代理、西川監事、山口（専務理事・事務局）
＜オブザーバー＞中部理事 ：伊藤民康（伊藤印刷㈱）、白尾浩志（トキワ印刷（株））、伊藤
則男（共同印刷（株））、梶川順生（（株）イセトー）福治伸夫（トッパン・フォームズ㈱）、加藤 
薫（アコーダービジネスフォーム㈱）、鷲見利行（小林クリエイト（株）） 青山昭治（中部工
業会事務局）　中部会員 ：高橋明久（㈱イセトー）、大石哲男（トッパン・フォームズ（株））
中部特別会員：松浦國治郎（富士フィルムグラフィックシステムズ㈱）　関東会員 ：水谷勝
久（（株）ビーエフ）、福田健蔵（三郷コンピュータ印刷（株））　関東特別会員：富山貢太郎

（昭和情報機器（株））、中澤祐一（昭和情報機器（株））
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情について説明があった。
　８月は用紙概況として国内払出高は前年割れ
が続いている。ノーカーボン紙も国内払出も少
なく在庫が若干増加している。日本製紙連合会
の発表では紙・板紙の状況は14.6％減で11 ヶ月
連続前年割れ、情報用紙についても19.8％減と
報告している。
　用紙の輸入状況は大幅に増加している。印刷
インキ全体（新聞インキを除く）の７月の出荷状
況は前年比90.7％、オフセットインキは86.3％と
印刷生産量が減少していることがうかがえる。
　景気指数からは７月の折込・DM売上高が－
11.4％となり、紙の使われ方が大きく変化して
いるように思う。
●国際委員会	

玉田国際委員長より、ベルギーで開催された
ラベルエキスポ視察を中心とした欧州関連企業
視察についての報告があった。
　今回の視察ではビジネスフォーム業界のマー
ケットと非常に近い所にありますラベル業界の
最先端の展示視察を行なうと伴に、オランダ・
ベルギーでの関連企業を訪問し欧州でのビジネ
ス展開について、会員企業から7名の方々に参
加頂き見て参りました。
　この視察報告会は技術委員会との合同で12月
１日に開催する予定です。
●業務委員会

　小谷（正）委員長より、８月27日に椿山荘で開
催しました業務委員会主催の第３回講演会「感
動を呼ぶサービスの真髄」と題した林田正光氏
の講演録が出来ましたので席上配布致します。
この講演会には160名の方々が参加され大変感
動を受けた内容ですので、フォーム工連のホー
ムページに講演録を掲載致しますので、活用頂
くとともに是非会員の各位にご紹介下さい。
●市場調査委員会

　事務局山口より、市場調査委員会として実施
中のアンケート結果を集計中ですが、回答社数
を100社に致したいと考え、追加回答の協力依

頼を行なった。
今年度の「フォーム印刷業界の現状と課題に関
する調査報告書」の発刊は12月中旬を予定して
いる。
●公正取引推進委員会

　事務局山口より、関東工業会で12月11日に「独
占禁止法の概要」と題して開催します役員研修
会についての報告を行なった。
　この役員研修会では公正取引協会の瀧澤事務
局長を講師に迎え、企業コンプライアンスの必
要について「独占禁止法ガイドブック」をテキ
ストにして学ぶ予定ですので、関東以外の理事
の方々も参加下さい
●技術・環境委員会

　事務局山口より、10月29日に関西工業会で開
催予定の「環境セミナー」についての案内とと
もに、グリーンプリンティング工場認定への取
り組みについて報告した。
また　全国各地で開催される（社）産業環境管
理協会主催のカーボンフットプリント制度説明
会についても報告があった。

日本印刷産業連合会等関連報告　

　事務局山口より、資料に基づき下記の報告が
あった。
・「印刷産業海外展開促進事業」について　　
フォーム工連の各社から特徴ある製品につい
て作品公募を要請した。締切り期日を10月末
日まで延期をして提出を待ちます。　	

	 　　　　

各工業会報告

・中部工業会報告　
　水谷(春)副会長より、中部地区の現状につい
て報告があった。
　中部経済圏は全国の約１割の経済を担ってい
る地区であり、昨年までは自動車をはじめ比較
的恵まれた地域であった。しかし　昨年からの
リーマンショックによって一番打撃を受けてい
る経済圏になってしまった。
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　非常に厳しい中ではあるが中部工業会として
松尾会長のもと頑張っております。　　
・各工業会からの活動報告
　その他各地区活動状況、用紙状況、マーケッ
ト状況等の報告があった。

＜小林副会長より謝意と閉会挨拶骨子＞
　各工業会からの報告ありがとうございます。
次回来年の持ち回り理事会は関東工業会があた
ります。理事の皆様はいつも東京にお出掛け頂
いているので、東京以外の場所での開催を企画

致したく思っております。
　今回の準備をして頂きました松尾会長はじめ
中部工業会の会員方々に感謝します。
　これからの懇親の場でコミニューケーション
を取合って行きましょう。

次回第７回理事会開催予定
　　開催日　平成21年11月12日（木曜日）　
　　時　間　午後１時30分
　　場　所　日本印刷会館501会議室

日本フォーム印刷工業連合会　平成21年度　第７回理事会議事要録

■平成21年11月12日（木）午後１時30分～３時00分　日本印刷会館　５階501会議室
■出席者（20名）　
秋山会長、小林副会長、小谷副会長、瀬戸副会長、小谷(正)常任理事、瀬戸(政)常任理事、
中村常任理事、福田常任理事、笹氣常任理事、松尾常任理事、中川常任理事、和田常任
理事、佐々木常任理事、福武理事、石坂理事、坊野理事、清水理事、西川監事、吉澤監事、
山口（専務理事事務局）

議　題	（１）	「印刷工業会（JAP）」について
（印刷工業会堀口専務理事）　

	 （２）委員会報告
	 （３）日本印刷産業連合会等関連報告
	 （４）各フォーム印刷工業会からの報告
議　事　秋山会長の開会挨拶があり議事に入っ
た。
「秋山会長挨拶骨子」
　政府の景気対策により、一部持ち直しの動きが
見られ、上半期の決算発表で一部に好調な企業も
出てきているようですが、依然として、雇用環境
の厳しさや個人消費の伸び悩みなど、我々を取り
巻く環境は厳しい状況で推移している。一方、鳩
山政権での政治主導による意思決定の手法が定着
せず、試行錯誤が続いています。
　このようななかで、我々は自助努力はもとより、
業界の協調と社会的意義も問われています。その
意味でも、今後、日本印刷産業連合会に所属して

いる10団体の活動内容や動向について、この理事
会でお話頂くことになりました。本日は大手印刷
会社が所属しており、商印、出版、包装、パッケ
ージまで手掛けております印刷工業会にお願いし
ております。

「印刷工業会」について　堀口専務理事

　団体の概要について紹介として、工業会の設
立は昭和27年、現在の会長は共同印刷㈱の山口



10

会長。現在の会員は99社であるが会員数が一番
多かったのは1992年で124社であった。
　本年はじめは会員数102社でスタートしたが、
倒産　譲渡　業態変革　業績不振を理由に４社
が退会され、100社を切ったのは結成依頼初め
ての事。
　11部会で活動を実施しているが、特にユーザ
ー（教科書協会・雑誌協会等）に対して、部会と
して様々な提言や説明会を実施している。
　会員台帳集計統括表　平成8年以来2年毎に実
施し、ほぼ100％の回答を得ている。
　従業員100名以上の会員企業が約80％を占め、
会員企業の年間売上高の総計は約５兆円で国内
の印刷産業の総売上高は約7兆円であるので約
70％が印刷工業会会員の売上です。
　この統計では売上は伸ばしているが利益は減
少しているとの結果ですが、来年実施する集計
では惨憺たる状況になることが予想される。

委員会報告

●資材委員会	
　11月度用紙事情説明についての報告があっ
た。
用紙については生産高及び国内出荷高が減少し
在庫も増加している。紙・板紙は12 ヶ月連続前
年割れが続いている。景気指標からは折込DM
の売上が18.7％減と落ち込んでいる。
　ダンボールの動向を見たいので、今月からダ
ンボール原紙についての情報を追加する。
オフセットインキの状況は前年同月比91.5％に
なっている。

●国際委員会

　PSDAレポート10月号の概要報告があった。
　合同セミナー開催について報告があった。セ
ミナーは4部構成で行なわれ、①ラベルエキス
ポを中心とした欧州企業訪問、②PRINT09視察
報告、③JGAS09視察報告、④パネルディカッ
ション、を計画中。
●業務委員会

　10月度月次計算についての報告と、８月27
日に椿山荘で開催致しました業務委員会主催の
第３回講演会の講演録が、フォーム工連のホー
ムページに掲載、また　来週11月19日に開催さ
れます中部工業会主催のセミナーについても開
催のご案内をホームページに掲載したことを報
告。
●市場調査委員会

　事務局の山口から、現在発刊の準備を進めて
おります市場調査報告書の冒頭部分を報告。
　今回アンケートにご協力頂きました社数は
７８社で、事業全体の売上推移、経常利益推移、
商品別売上高の推移、などが報告される。また、
プラス要因、マイナス要因についても分析を行
なった。発刊は12月中旬を予定しております。
●技術委員会

　日本印刷産業機械工業会のフォーム印刷機部
会との第２回連絡会の内容を報告。
　フォーム印刷機についてのメンテナンス状況
についてアンケート調査を実施し、27社から回
答。今後両者で今回の結果に基づき、生産設備
の「あるべき姿」を求め、分析と協議を行なう予
定。フォーム印刷機部会と共同で、適正なメン
テナンスサイクルの提案や、更にメンテナンス
の方法などを、来年２月頃開催予定のセミナー
で報告する予定。
　JIS規格は５年毎の見直しを行なっており、平
成17年に行なった見直しでは確認事項となって
おります。今回JIS規格について技術委員会で
確認した結果、一部寸法表示に誤りがあり、規
格寸法範囲も非常に狭い事から、JIS規格改定

印刷工業会　堀口専務理事
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懇親会を兼ねて理事会を開催する。
中部工業会報告（松尾会長）
　今月19日に（株）ナビットの福井社長から講演
を頂く予定。中々景気も上向く状況ではないが、
工業会として講演会などを開催してコミュニケ
ーションと情報提供に努めたい。
関西工業会報告（中川会長）
　約80名の会員が参加された環境セミナーを実
施。このセミナー発表では、ロール原紙数量に
あった数量受注の促進についての提案があり、
団体としてユーザーに提案して欲しいとの要望
があった。

　理事会閉会の前に、12月の総会で会長職に就
任される㈱小林クリエイトの小林社長からご挨
拶があった。
　最後に小谷副会長より閉会挨拶があった。
「小谷副会長挨拶骨子」
　本日も第７回の理事会にお集まり頂きまして
ありがとう御座います。会議の冒頭、印刷工業
会の堀口専務理事からお話を頂き、規模も事業
内容も少し異なりますが、同じような課題や問
題があることが判り、参考になりました。JIS規
格の話がありましたが、昭和40年頃、このJIS
規格を作ることがフォーム工連の誕生につなが
ったと聞いており、大事に致したいと思います。
　次回開催は新年になりますが、迎える平成22
年が我々にとって良い年であることを期待し
て、閉会の挨拶をします。
　次回第８回理事会（平成22年新春特別企画セ
ミナー）開催予定

開催日	 平成22年	1月28日（木曜日）　
時　間	 午後３時30分
場　所	 	目白椿山荘　プラザ棟４階　
	 ネプチューン

を確認して閉会となった。

の提案を日印産連に提出した。
●環境委員会

　環境委員会ではグリーンプリンティング工場
認定申請の促進を支援する働きを行なってお
り、取得促進のために、グリーンプリンティン
グ工場認定を受けた会員各位に対して添付のヒ
アリング調査を実施中。
●公正取引推進委員会

　「独占禁止法」の概要と違反の防止について
と題して、関東工業会の役員研修を12月11日に
理事会と併せて実施する。

日本印刷産業連合会等関連報告

　事務局山口より、資料に基づき以下の報告が
あった。
（１）「2010年新年交歓会」実施について　　　
　　 ―別紙案内・申込書―
（２）	FAGAT（アジア印刷技術情報フォーラム）

参画ついて　
（３）	「印刷業界における下請適正取引ガイドラ

イン作成事業」
（４）	下請取引適正化推進月間の実施について

（中小企業庁・公正取引委員会）
（５）	「業種の特性に応じた仕事と生活の調和推

進プラン事業」
（６）	印刷業における地球温暖化対策の取り組

み（経産省提出資料）
（７）	「ブックリボン“本はこころを結ぶ”」へ

の協力依頼（出版文化産業振興財団）

各工業会報告

関東工業会報告（瀬戸会長）

　関東は南支部を牽引役として支部活動の活性
化を図っている。来年の持ち回り理事会は関東
工業会が当番にあたっており、現在箱根での開
催を計画している。
東北工業会報告（笹氣会長）
　東北では会員のコミュニケーションを図るた
めの施策を行なっているが、年末の12月20日に
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トピックス

　日本フォーム印刷工業連合会は11月17日、東
京都中央区の日本印刷会館で「第２回特別企画セ
ミナー」を開催。会員など約40人が出席した。
　セミナーは講師に高橋宏一氏（（株）紙宇宙 制
作部門、高橋ペーパーデザイン制作室代表）を
迎え、「ポップアップDM・カード制作」のテー
マで行われた。
　高橋氏は少年・少女向け雑誌の付録や店頭
POPなどを手がけてきたポップアップの第一人
者。セミナーでは、これまで同氏が手がけた作
品を示しながら、アイデアの発想法や作品の構
造を紹介した。ポップアップとは紙などを切り
抜き、貼り合わせることにより、開く、引くと
いった操作で立体化する製作物。飛び出す絵本
や組み立てPOP、什器など、さまざまな分野で
技術が利用されている。

第2回特別企画セミナー
「ポップアップDM・カード制作」を開催

　高橋氏は「１年に一つでもいいので、アイデ
アを形にした製品を作って欲しい。独自のアイ
テムを持てば、業界は狭いので、すぐに知れ渡
り、仕事が舞い込む。印刷は受注産業といわれ
るが、営業提案も可能になる。アイデアを形に
したいときは力になる」と参加者に呼びかけた。
セミナーの後半では、参加者が実際にポップア
ップ作品「飛び出す名刺入れ」を作成し構造を
学び、高橋氏が今回のセミナーに向けてクリス
マス飾りとして設計されたポップアップ作品
「樅の木」の構図を参加者全員に配布された。
　慣れない手付きでカッターナイフや千枚通し
を使用したセミナーであったが、紙の持つ新た
なる力を体験することができた。

講師　高橋宏一氏

高橋宏一氏の作品

セミナー会場風景
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　国際委員会（玉田健治委員長）・技術委員会
（丹羽喜一委員長）は12月１日午後２時から、合
同セミナーを東京汐留のトッパンフォームズビ
ルで開催し、160人が参加した。セミナーでは
欧州企業とベルギーで開催された「ラベルエキ
スポ2009」の視察報告ほか、「PRINT09」および
「JGAS2009」の視察報告、パネルディスカッシ
ョンなどが行われ、ビジネスフォームとラベル
の領域が重なりつつあるなか、ラベル業界の潮
流と欧州のトレンドから今後業界として進むべ
き方向性について考察した。
　セミナーに先立って国際委員長の玉田健治氏
が、次のように挨拶した。
　「国際委員会では従来は北米企業の視察をし
てきたが、今回はヨーロッパの企業視察に切り
替えた。北米に比べ欧州の方が比較的日本に事
情が近いということで、いろいろ貴重な報告や
意見が発表される。実り多い報告会になること
を期待している」
　続いて、６人の報告者（団長：入野康氏、副
団長：藤岡琢哉氏、園田浩司氏、斉藤信行氏、
佐伯邦久氏、五十嵐正人氏）により視察報告が
行われた。
　「欧州関連印刷企業の視察報告」では、印刷機
メーカーの製造現場や印刷会社の事例を報告。
　電子写真方式のデジタル印刷機「ザイコン」を
展開するパンチグラフィックス社は、低速から
高速までのラインアップをそろえており、ラベ
ル印刷用途などニッチ分野にも強い。トナーや
重要な部品は自社開発しているのが特徴で、デ
ジタル印刷機の心臓部であるLED印字ヘッド
は、クリーンルームで組み立てられている。ま
た　ザイコンユーザーであるパラジェット社の
トランスプロモの事例についてのプレゼンを報
告。

国際委員会・技術委員会合同セミナーを開催

　オランダ・ベルギーで訪問した、エクリプス・
インターナショナル社、グループヨス社、フレ
ミッシュ・コミュニティー社の視察報告として、
デジタル印刷機の活用方法やダイレクトマーケ
ティング、ラベル印刷、セキュリティー印刷な
どの状況を報告した。
　また「ラベルエキスポ2009」の出展内容にも言
及し、「物流やパッケージにたいしてラベルの
役割は非常に大きい。ラベルの印刷に関しては、
ビジネスフォーム印刷会社が得意とする可変印
字や、粘着・剥離剤などの塗工技術を使うこと
ができる」とフォーム業界の強みを強調した。
　ラベル新聞社編集部の中村真己チーフは、「ラ
ベルエキスポ2009」の出展内容と、国内外のラ
ベル市場の現状を報告。
　印刷機の出品では、電子写真やインクジェッ
トといった最新のデジタル機のラインアップに
加え、従来型のフレキソにホットフォイルやコ
ールドフォイル、疑似エンボス、UVセキュリ
ティー印刷など、高付加価値を付けたコンビネ
ーション印刷機の展示内容を報告。また、飛躍
的に高速化したレーザーカット技術について映
像を交えて紹介した。
　米国シカゴで開催された「PRINT	 2009」の視
察報告は、林英俊氏、饗庭泰之氏の両氏が行な
い、封入封緘機の稼動管理システムから再プリ
ントデータを抽出するなどのシステムの万能化
や、封入封緘機上にインクジェットヘッドを搭
載し、画像差替え印字システムの紹介、プリン
タ・製本機・前後処理機等を組合せて、全ての
工程を連動させる動きが顕著であると報告。
　「JGAS	 2009」の視察報告では、視察チームを
代表して伊東秀勇氏、鈴木淳生氏、鈴木純一
郎氏から、注目される装置として、600dpiの解
像度を持ち、毎分300ｍの速度で印字を行うこ
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トピックス

ウンが課題。現時点ではバーコードで十分と思
われているので、今後キラーコンテンツが出て
くれば普及してくるかもしれないが？」と話し
た。
土井氏は「環境対応や商業印刷との競合など、
現在のフォーム業界では課題が山積している
が、JGASにはそのヒントがいくつかあったよ
うに思う」と話した。
　山口専務理事からは今後の印刷とのマルチメ
ディアを予感するAR（拡張現実）＊のデモを動画
で紹介した。
セミナーの最後に、技術委員長の丹羽喜一氏が
あいさつし、「将来のフォーム業界は、DPSと
従来のフォーム印刷が５対５になっていく」と、
将来の見通しを示した。
　なお、今回の合同セミナーの発表資料は、日
本フォーム印刷工業連合会のホームページに掲
載致しておりますので、ご覧下さい。

＊AR（Augmented Reality）拡張現実
現実の環境（の一部）に付加情報としてバーチャルな
画像を電子情報として合成提示することが特徴。
セミナーのデモでは、キーマークが印刷されたチラ
シ印刷物をWebカメラに取り込むことによって、チ
ラシ内容に連動した3D動画がPCモニター画面に合成

画像として現れる。

とが可能なKODAKのプロスパー S10、枚葉菊
半サイズ用高解像度の「JetPress	 720」「True	
Press	 Jet	 SX」が出品された。また、プリンタ
用前後処理機としてホリゾンから同社の製本装
置と、スイスのフンケラー社の処理装置を結合
したシステムを展示。印刷作業の効率化と合理
化設備として検査装置やインキコントロール装
置、環境対応としてLED-UVシステムなどを紹
介した。
　セミナー後半のパネルディスカッションで
は、パネリストとして発表の園田浩司氏、中村
真己氏、饗庭泰之氏に加えて、元技術委員会副
委員長の土井重寛氏も加わって、「今後のビジ
ネスフォーム業界における技術とビジネス動向
について」と題して、フォーム工連の山口実専
務理事がコーディネーターになり、ビジネスフ
ォーム業界の課題が率直に語られた。
園田氏は欧州と日本の印刷会社の違いについ
て、「日本の印刷業界は受注産業に近いところ
があるが、ベルギーでは得意先と印刷業界は対
等なビジネスパートナーと感じた」と述べ、先
般開催されたセミナー講師の言葉を借りて、今
印刷会社に足りないことは「私たちのお客様と
一緒に問題を解決しましょう、一緒に悩みまし
ょう」との姿勢が不足しているのではと指摘。
中村氏は、RFIDが注目を集めながらも、まだ
あまり浸透していないことについて「コストダ

合同セミナー　発表者 合同セミナー会場風景
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工業会だより

　関東フォーム印刷工業会（瀬戸良教会長）は,
12月12日、定期理事会に併せて日本ユニシス「伊
豆エグゼクティブ・センター」（静岡県伊東市）
に於いて役員研修会を実施した。
　今回の役員研修会では、非常に厳しい市場環
境の中にあるが、企業コンプライアンスの必要
性を、（財）公正取引協会	事務局長の瀧澤文海	
氏から「独占禁止法の概要と違反の防止につい
て」と題してご講演頂きました。
　講師の瀧澤先生は昭和40年に公正取引委員会
事務局に入局され、調査部情報管理室長、東北
事務所長など要職を歴任され、平成15年７月よ
り公正取引委員会と企業の架け橋となっており
ます現職に就任されております。
　競争政策の重要性、最近発生した独占禁止法
違反事件についての概要と特徴、価格カルテル
や優越的地位の濫用事件など、資料とテキスト
を用いて予定時間を30分以上も超え、分かり易
く説明されました。
　独占禁止法は公正で適正な競争を促す法律
で、先行している海外では競争促進法との意味
合いを強めており、目的は「私的独占：他事業
者を支配又は排除」「不当な取引制限：カルテ
ル等」「不公正な取引方法：談合等」の禁止に集
約される。
　違反事例については、道路公団の橋梁談合以

関東フォーム印刷工業会 役員研修会（独占禁止法について）を開催

来検察事件としても取り上げられ、平成18年の
法律改正により課徴金減免制度（リーニエンシ
ー）＊が導入されたこともあり、毎年20件以上の
違反が上がっている。
　企業コンプライアンスについては企業トップ
の基本姿勢が最も重要で、遵守マニュアルによ
る営業部門に対する日常的な教育、風通しの良
い社内風土が何より必要であると強調された。
講演の最後に、独占禁止法を良く知って、公正
で自由な競争により健全な企業発展を求める、
新時代に即した意識改革をして欲しいと訴えて
結んだ。
　今回の役員研修会には公正取引委員会委員も
出席され、講師の瀧澤先生も参加された懇親会
でも、話題が尽きなく深夜まで続いた長い一日
となった。
　なお、本役員研修会で使用したテキスト「独
占禁止法のあらまし」（財団法人	公正取引協会
編　頒価300円）を正会員については無料で配布
致しますので、日本フォーム工連事務局まで連
絡下さい。

＊課徴金減免制度（リーニエンシー）

違反を自主的に申告した企業に対して課徴金を減免

（申告順位に従って1番目が全額、2番目が50％、3番

目が30％減額）する制度。

研修会会場風景講師　瀧澤文海氏
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体操する参加者

工業会だより

　関東フォーム印刷工業会の５支部（東支部長：
渡辺浩次、西支部長：剱路幸、南支部長：山口
和正、北支部長：福田健蔵、北陸支部長：佐々
木慎一）では、会員相互の懇親をはかるために、
10月22日、新宿ワシントンホテルにおいて、ゴ
ルフレッスンプロの青山薫氏を迎えて「怪人イ
ップス青山薫プロが教える上達の極意！」と題
して５支部合同で講演会を実施した。
　講師の青山薫氏は、アマチュアの気持ちを重

関東フォーム印刷工業会 ５支部合同講演会を開催

講師　青山薫氏

　中部フォーム印刷工業会（松尾富正会長）は、
11月19日にメルパルクNAGOYAにおいて、「ビ
ジネスチャンスをどう見つけるか」をテーマと
するセミナーを開催した。セミナーでは（株）ナ
ビット（本社・東京）代表取締役の福井泰代様が
講演し、当工業会の会員各社及び愛知県印刷工
業組合の加盟各社からの参加も含め、81名が参
加した。
　講演に先立ち、今回のセミナーを企画した日
本フォーム印刷工業連合会の山口実専務理事が
挨拶に立ち、日本フォーム印刷工業連合会と同

中部フォーム印刷工業会 平成21年度セミナーを開催

視した実践的レッスン法で、2009	ゴルフダイジ
ェスト	アワード「レッスン・オブ・ザ・イアー」
を授賞され、今、大活躍の石川遼プロに小学３
年生の時、生まれて初めてゴルフを教えたプロ
として有名。
　講演会では分かり易くゴルフ上達の極意を話
され、最後にプレーに臨む前に行なうと良い体
操を披露。講演会に参加された約70名の会員の、
その後のスコアが気になるところです。

工業会の概要を説明し、講演をしていただく福
井社長様との早稲田大学の研究会での出会いの
エピソードや、経済状態が非常に厳しい地方の
方々に支援をしたいという思いから、今日の講
演の運びとなったと、講演に至る経緯の説明が
あった。「ビジネスフォーム業界も製造業から
複合サービス業へと大きく業態変革が求められ
ている今、今日の講演が皆様の大きなヒントに
なればと願っています」と挨拶された後、福井
社長から「ビジネスチャンスをどう見つけるか」
をテーマに講演された。
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　関西フォーム印刷工業会（中川博志会長）では
10月29日、日本紙パルプ商事㈱ビル（大阪市中
央区）会議室を会場に「BF業界が直面する待っ
たなしの環境対応」と題し環境セミナーを開催
した。
　出席者70名、当日参加できず後日に資料を請
求された方22名、と大きな反響を呼ぶ結果とな
った。
　冒頭、中川会長から開催挨拶があり「環境対
応は企業の社会的な責任であり避けて通れない
課題である。対応を誤れば企業存続にも悪影響

を及ぼす、そのような背景から今回の環境に絞
った企画を立てた。本日のセミナーでは会員の
実施事例も含めてのお話であり今後の参考にな
ることが多いと思うので皆さんにとって有意義
な情報としていただきたい」と趣旨説明が行わ
れた。
　セミナー第一講は、（社）日本印刷産業連合会	
殖栗正雄様から「リサイクル対応印刷とグリー
ンプリンティング認証制度について」と題して、
印刷産業を取り巻く様々な環境課題と法規制の
状況、それらに対応する為のポイント、更に印

関西フォーム印刷工業会 環境セミナーを開催

　福井社長は「のりかえ便利マップ」を考案した
発明主婦、そして起業家として各メディアに紹
介されている著名な人。講演の中で、福井社長
は、育児中にベビーカーを押しながら地下鉄駅
で迷った経験から「のりかえ便利マップ」を思
い付き、実際に地図を製作するまでの経緯を説
明。次に「のりかえ便利マップ」をもとに、「（有）
アイデアママ」を設立し、業績の拡大とともに
社名を現在の「（株）ナビット」にするとともに、
事業内容もスーパー特売チラシ検索サイト「毎
日特売」を立ち上げるなど、紙媒体だけでなく、
IT、Web、ネットワークの分野にまで事業領域
を拡大してきた過程を説明した。現在（株）ナビ

ットは、全国のSOHOスタッフの25,000名体制
により、定期的なデータ収集、調査、コンテン
ツ制作、企画、システム開発までを一括して受
注する企業と成長している。
　講演の最後に福井社長は「イヤだなと思った
ら、『そこにビジネスチャンスがあると思え！』」
と説くとともに、今後のビジネス展開のキーワ
ードは「デイリー /タイムリー /オリジナリティ
ー」であり、この三つを組み合わせることが成
功のポイントだと強調された。
　講演後の質疑応答では、聴講された会員の
方々より多くの質問や意見が交わされ、大変有
意義で実りあるセミナーとなった。

セミナー会場風景講師　福井泰代様
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り紙長さでは、どうしても端数が残り、最後は
それらを廃棄せざるを得ないのが現実である。
これは広い意味での環境負荷増大にもつなが
り、何より『もったいない』と思う。紙の長さに
応じてユーザーの必要数量を相談し、原紙の無
駄を残さない受注方法を当社では行っている。
しかし　この施策は一社が努力してもユーザー
の理解が得られないことも多いので、フォーム
印刷業界全体で活動することが必要ではない
か。是非、フォーム印刷工業会で取り上げてい
ただきたい。」との提言が行われ、セミナー参加
者の強い興味を惹いた。
　セミナー第三講では、（株）ファーストエスコ	
川見俊之様から「事業者向け省エネ対策」と題し
て、小規模な事業場であっても＜エネルギーの
見える化＞から始まって実際の改良例、必要な
資金の公的な補助制度、また（株）ファーストエ
スコ社によるエスコ事業の紹介などが行われた。
　締めくくりとして、日本フォーム印刷工業連
合会	山口専務理事から挨拶があり、「グリーン
プリンティングの認証取得を通じて環境課題へ
の対応を進めなければいけない。また、東洋紙
業（株）玉井敏晴様からの原紙を有効利用する
提言は、業界として取り組むことが必要と考え
られるので、全国理事会で取り上げ議論してい
きたい」とのご意見をいただきセミナーを終了
とした。
　午後１時半から休息を挟みながら、午後５時
まで内容の濃いセミナーを行うことが出来、参
加者、主催者、共々に今後の環境対応に関する
情報整理が行えた。

刷業界における第三者認証であるグリーンプリ
ンティング認証制度の内容と効果などについて
包括的な説明を受けた。
　セミナー第二講では、関西フォーム印刷工業
会の会員による事例発表が行われた。
　最初に（株）イセトー	野間賢一様から「グリー
ンプリンティング認証取得と活動」として、グ
リーンプリンティング認証取得を行った事例発
表があり、取得の背景、実際の取得活動、必要
な費用の説明などが行われた。同氏はグリーン
プリンティング認証の取得は第三者認証を得る
ことであり、社外へのアピールにも有効である
こと、関西では認証取得の意欲が低く、中でも
フォーム印刷業界が特に取得企業数も少ないこ
とから、より積極的な検討を行うべきと提言さ
れた。
　次に東洋紙業（株）玉井敏晴様から「全社的な
環境対策」について発表が行われた。
　同社の企業方針としてISO-14000の取得を目
指すとともに、生産工場での消費エネルギーの
削減事例として、工場熱源を従来の電力・ガス
併用から電力に統一した経緯と結果が報告さ
れ、期待通りの削減効果が得られたとの説明が
行われた。
　また　エネルギーを電力に統一した背景に
は、阪神淡路大地震における復旧状況から、ガ
スより電力の復旧が早いことなども考慮したと
話された。
同氏から巻取り原紙の残紙の課題について意見
が出され、「顧客からの注文が切りの良い数万
枚といった数字で推移しているが、実際の巻取

工業会だより

セミナー会場風景
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INFORMATION

　市場調査委員会（岡田正明委員長）では、前回
の2008年度調査に引続いて、2009年６月～９月
に会員企業を対象に調査したアンケート結果を
まとめた「フォーム印刷業界の現状と課題に関
する調査報告書」を発刊しました。
　本調査では、一昨年（2008年）の調査後に発生
した「リーマンショック」を起因とした大きな
経済変動により、ビジネスフォーム業界の変化
を捉えるための質問を加えるなどの工夫を行な
い、各社の「現状の課題」と「今後の事業展開」
についてのまとめを行なっています。
　調査結果からフォーム印刷分野（DPSを含
む）の売上高は前回調査と大きく変わらないが、
DPSに関わる売上高を10％以上伸ばしている企
業が約３割あり、DPS事業に支えられている構
図が見られます。フォーム業界は様々な努力を
重ね今回の結果を残しておりますが、しかし、
得意先の伸長に支えられ、得意先の増産要請に
必死についていくことで売上や利益を伸ばして

市場調査委員会
■2009年度版「フォーム印刷業界の現状と課題に関する調査報告書」を発刊

きた側面を忘れることはできない。
　報告書のまとめでは「市場は急変した。今ま
での『頑張る』に『考える』を足して生き残って
いく、そんな考えが経営者に芽生え始めている
と今回のアンケートは語っている」と述べてい
ます。
　新市場の開拓、営業戦略、設備投資、新製品
の開発で苦悩しているフォーム業界に大きな花
を咲かせるには、会員一同が一丸となって活動
していくことの大切さを示唆する内容となって
いる。

記
本文	 Ａ４判　40ページ
価格　	 会員価格：1,000円		
	 一般価格：	2,000円（消費税・送料込み）
・報告書目次　・はじめに　・調査概要
・アンケート回答企業概要　・アンケート結果
・まとめ

米国郵政は2009年末で70億㌦以上の赤字
　米国郵政は、第３四半期（2009年4 ～ 6月期：
米国郵政は10月始まり）に24億㌦（百円換算で
2,400億円）の赤字を計上した。通年で既に60億
㌦（約6,000億円）のコスト削減を達成している
が、2009年末で70億㌦（約7,000億円）まで赤字
が膨らむ予想である。
　主な原因は取扱通数の減少で、昨年度比約
15%減で約200億通の減少が見られた。取扱量
の改善を促進する為に、10月1日から12月末ま
での3ヶ月間、ビジネスメール（特定条件あり）
の価格の20%割引を実施した。

グリーン化（環境対策）の加速
　「How	Green	will	Save	Us」（環境改善活動が

国際委員会
■国際委員会　北米印刷事情レポート（2009年10月～12月）

どのように我々を救うのか）と題して、クリン
トン元大統領の寄稿記事を初め数々の記事を紹
介。2009年７月、ウォルマートが、「仕入商品が、
如何に地球環境保護とサステイナビリティーに
対応しているか、地球環境保護指数を点数化す
るシステムを開発する」と発表。
　ウォルマートはソーシャル・メディア・ネッ
トワークを利用した販売促進活動で大きな成功
を収め、同社のサイト上では様々な観点から購
買実績を点数化しており、新規顧客はこの点数
やコメントを参考にしながら購入を決定してい
る。納入業者はこの商品の点数化の動きが、他
の小売業者の間でも広まる可能性があり、サプ
ライチェーン全体を見直す動きが加速している。
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ビジネスフォーム製造業者トップ100社発表
　業界専門誌「PRINT	Professional」10月号に
製造業者のトップ100社を紹介。米国のBF業界
は製造を専門にする会社と販売を専門にする会
社が分業している。

トップ５社紹介

会社名 売上金額
(単位：千㌦ ) 従業員 拠点

1 Ennis（テキサス州） 584,029 5,500 48

2 Champion Industries
（W. バージニア州） 162,685 725 20

3 BCT（フロリダ州） 115,000 1,000 70

4
Western States 
Envelope & Label

（ウィスコンシン州）
110,000 634 5

5
Paris Business 
Products

（ニュー・ジャージー州）
81,300 94 5

（　）内は本社所在地

　上位５社売上構成比（４位Westernは封筒・
ラベル専門の為除外）

ビジネスフォーム市場インタビュー記事
　連続フォーム市場は、デジタル化の流れを受
けて10年以上も下降線をたどり続けている。そ
のような中、閉業する製造会社もあれば先行き
に不安を抱えながらどうにか食いつないでいる
会社もある。しかし、現在も堅調に売上を伸ば
す会社が存在する。
　Paris	 Business	 Products社（売上規模で5位、
売上約81億円）と、Quick	Tab	II社（売上規模78
位、従業員75人、売上約9億円）の２社を紹介。
　Paris	 Business	 Products社は、潜在需要の掘
り起こしや製品形態の工夫をする姿勢が評価さ
れ業績を伸ばしている。新しい規制や制度にい
ち早く対応し、印刷物関連の製品化に精通する
こと。また　オフセットユーザーにデジタルプリ
ントと同様の数量、色数、仕様、価格で対抗出
来るように、可能な限り工夫をすることである。
　同社は減少している市場であるにも関わら
ず、生産の効率化の為にコレーターやラッピン
グマシーンの追加投資さえ行っている。

　Quick	Tab	 II社は、ビジネスフォーム印刷と
小切手等のセキュリティ印刷が主であるが、一
般印刷物市場への切り込みと、小切手であれば
どんなサイズでもどんな仕様でもより安価な対
応ができるという小回りの良さで顧客の評判を
呼んで安定した業績を残している。
　レポーターはまとめとして、「ビジネスフォ
ームにとっての苦難の道が続くなか、顧客の声
にこたえ続け、自らを常に変え続ける企業が、
生き残り、且つ成長している」と結んでいる。

マーケティングは「iDirect」
　10月末サンディエゴで開催されたDMA09（ダ
イレクトマーケティング展示会）で印刷関連企
業では紙とデジタルのシームレスなソリュー
ションを提唱。DMA09全体のキーワードは、
「iDirect」でした。
　iDirectとは、interactive（相互に影響しあう対
話式）、informative（有益な知識や情報を提供）、
insightful（洞察力があり）、individualized（個別
化され）、innovative	 iterative（革新的で反復性
を持つ事）をさしています。相互コミュニケー
ション時代においてインターネットをベースに
実現を可能にしたもので、最も反応が良く、手
頃な価格で、理にかなったソリューションであ
り、iDirectはデジタル時代のマントラ（真理を
表す秘密の言葉）と言える、と基調講演のスピ
ーカー Stan	Rapp氏は力説した。

ソーシャルメディアと印刷業界
　10月26日、オンライン情報提供サービス
“WhatTheyThink”のインターネット・ビデオ
セミナーに、「米国印刷会社によるソーシャル
メディアサービスの利用について」という特集
記事を掲載。
　ソーシャルメディアとは、ブログ、SNS（Social	
Networking	 Service、mixiなど）、動画共有サ
イト（YouTubeなど）、Second	 Lifeなどを指し
ますが、印刷業界でも、ソーシャルメディアを
どう仕事に活かすか、という視点が重要になっ
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てきててるとDr.	Joe	Webb氏は指摘。特にデジ
タル印刷の分野では、個人宛てに作成した販促
チラシにPURLのリンク先と同時に、ソーシャ
ルメディアサイトのTwitterアドレスを印刷す
るような事例がいくつもでてきている。
　10月に行なったPSDAのセミナー（基調講演）
でも、参加者250人の殆どがソーシャルメディ
アの一つであるLindedinを利用していると回答
しているが、毎日使っているかとの質問には、
僅か1/4程度の人がYesと答え、顧客向けに仕事
で使っているかとの問いには僅か３名しかYes
と答えていない。　　
　マーケターの多くが、如何に販促活動に組み
込むかを思考錯誤しているが、市場では今　ソ
ーシャルメディアの利用が盛んに話題になって
いる。印刷業界にいる我々はこのメディアを自
分たちのサービスに如何に取り込めるかを真剣
に考えねばならない時期に来ている。

ビジネスフォーム販社（Distributor）トップ
100社発表
　業界専門誌「PRINT	Professional」11月号に販
社（Distributor）トップ100社が掲載されました
のでご紹介します。米国のBF業界は製販が分
業しておりますが、今回は販社のみの紹介です。
尚、RR	Donnelley、World	 Color（旧Quebecor	
World）、Cenveo各社は、製販合体型の総合印
刷会社で、こうした統計には数値を反映してお
りません。

販社（Distributor）トップ５社紹介

会社名 売上金額
(単位：千㌦ ) 拠点

1 WorkflowOne
（オハイオ州 Dayton） 584,029 140

2 InnerWorkings
（イリノイ州 Chicago） 162,685 25

3 Proforma
（オハイオ州 Cleve land） 115,000 700

4
American Solutions 
for Business

（ミネソタ州 Glenwood）
110,000 482

5 Kaeser & Blair
（オハイオ州 Cleveland） 81,300 1

（　）内は本社所在地

　上記発表内容から下記３点が明確になってい
ます。
　販社上位企業の本社は、シカゴ・ニューヨー
クを基点として、その周辺地域に位置しており、
一方　製造業者上位企業の本社は南部か北部に
位置しています。
　販社上位企業は企業の広告宣伝費を主な収入
源とした、販促品・一般印刷・DMの売上合計
が過半数を超えている。
　営業上位4社以外は、地域密着型で、売上が
日本円で100億円以下。
　過去３年間の販社100社の売上推移をみると、
2007年度32億㌦（約3,200億円）、2008年度35億㌦
（約3,500億円）、そして今年2009年度が34億ドル
（約3,400億㌦）である。
　製品別の売上推移は、詳細の発表をしていな
い企業InnerWorkings社やProforma社を除く。
●ビジネスフォーム印刷：		
　558.5億円（2008年度652億円）	 14%ダウン
●タグ・ラベル：	 　　　
　185.9億円（2008年度241億円）	 23%ダウン
●一般印刷：　	 　　　
　368.2億円（2008年度378億円）	 2.6%ダウン
●デジタル印刷：	 				
　185.9億円（2008年度201億円）	 7.5%ダウン
●ダイレクトメール：					
　152.5億円（2008年度177億円	 14%ダウン
●プラスチックカード：				
　15.1億円（2008年度	25億円	 40%ダウン
●ＲＦＩＤ製品：	 				
　114.8億円（2008年度126億円）	 	9%ダウン
●オフィスサプライ：	 				
　250.2億円（2008年度329億円）		 24%ダウン
●封筒類:	 	 				
　183.5億円（2008年度312億円）	 41％ダウン
●販促品：	 	 				
　343.2億円（2008年度340億円）	 微増
●e-コマース：	 				
　119.8億円（2008年度507億円）	 76％ダウン
　「ビジネスフォーム印刷」は、依然として販
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社売上の最上位で、全体の16%を占めている。
　「e-コマース」の落込みは明確な説明ができ
ないでいるが、業界の将来の柱の一つと思わ
れてきただけに、この落込みには大きな不安
を残している。

バーチャル住所宛て郵便物のデジタル配送サー
ビスについて
７	月22日：イリノイ州New	Lenoxにて、政府関
連機関がデジタル請求書の送付を開始
９	月22日：サンフランシスコ市、及びNJ州のニ
ューアーク市が通達送付の実験を開始
10	月１日：ニューヨーク市の５つの行政区で実
験開始、既に1500万通を送付
　このサービスは「e-メール」で請求書やニュー
スレターを送る場合と異なって、配送先が「デ
ジタル住所」となるＡＳＰサービスになります。

例えば、サンフランシスコ市ABC街999番地…
のように、郵便の住所と全く同じものをWeb上
に作り、定期的に住所とデジタル住所の同期を
させています。
　利点としてはASPサービスでありクローズ
ドシステムで安全であり個別設定がいらないこ
と。住所データがあれば受領者の承認を受ける
ことなくデータ送信が可能なこと。受領者は
ASPサービスで提供される支払機能やデータ整
理機能など便利に使用することが可能になる。
　この新サービスは、全米のグリーン化の波に
乗ってビジネスを展開しているので、税収の収
入減に苦しむ郡や市において、郵便料金の削減、
郵送物の廃棄処理にかかる費用削減、などの効
果をアピールし、公共料金の請求業務や各種通
知物の発送などで広範囲に利用が広がる可能性
があります。

　“CHINAPRINT	2009”開催に併せてInfo	Trends
セミナーが昨年５月北京で開催された。日本フ
ォーム印刷工業連合会の視察団も参加したこの
セミナーの基調講演で、Info	Trends社長のJeff	
Hayes氏は下記の講演をされた。

　ヨーゼフ・シュンペーター（ケインズと並ぶ
20世紀前半の代表的経済学者）は「イノベーシ
ョン（革新）が経済を変動させる」という理論
を唱えました。
過去250	 年間の産業分野でのイノベーション
（革新）の波を見ると、５つの波があります。
　第１の波は、水力、鉄、織物、それから50年
後の第２の波は、蒸気機関、鋼鉄、鉄道が出現
します。20世紀に入ってからの第３の波では、
電気、化学、製氷技術などが生まれました。そ
の後の第４の波では、石油化学、電化製品、航
空機などの産業が生まれ、そして今、第５の波
では、デジタル通信網、ソフトウエア、ニュー

■北京に於けるInfoTrendsセミナー基調講演レポート
メディアの時代になり、私たちは今この第５の
波の中間におります。
　経済成長を牽引するのは企業家です。
　企業家は、ビジョンやアイデアを持っていて、
新しい技術を使ってビジネスプロセスを変え、
顧客のニーズを入れた新しいビジネスモデルを
構築していきます。
　それによって顧客にとって新しい価値を生み
出し、経済の仕組みまでを変えて経済を成長さ
せて行きます。
　私たちは今、マルチチャンネルの世界にいる
と考えています。
　新聞が家の玄関に届けられるように、私たち
は様々な情報が印刷で提供されるか、あるいは
コンピューターや電子ブックリーダーなど電子
的媒体で提供されるか、マルチチャンネルでの
提供を受けることが可能です。また　取引の書
類は郵送による送付の他、ウェブサイトで見る
こともできるようになり、多くの人は写真や映
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像をホームページに掲載し、友達やグループで
共有して楽しんでいます。今やマルチチャンネ
ルでのビジネス環境は必須事項になりました。
　今、一番大きなイノベーション（改革）を進め
るのは、ビジネスモデルだと思います。
　私たちの顧客はIT（コンピューター・情報通
信など）によって大きく変わりました。
　印刷はデジタルプリントによって、今何を印
刷するのか、どこに印刷するのか、いつ印刷す
るのか、というモデルが変わってきています。
　情報サービスのモデルでは、コンテンツデー
タのマネジメント、顧客のマーケットプログラ
ムの作成や、市場分析を助けるサービスなど
様々なビジネスが含まれます。
　印刷を行ない、製造報告をし、在庫管理を行
なう工程管理のみでなく、新たなビジネスモデ
ルで重要なことは、サービスを顧客に提供する
ことで、顧客のビジネスを成功させる。そこに
ビジネスチャンスがあると考えています。
　デジタル技術をビジネスに取り込み、デジタ
ルプリント設備に、またIT（コンピューター・
情報通信機器など）やソフトウエアにも資本を
投資して下さい。
　ワークプロセスを再構築し、情報通信ネット

ワークにつなげて、デジタル印刷の価値を最大
限に生かして下さい。そして　インターネット
を通して顧客に接続し、マルチチャンネルの環
境への準備をすることが必要です。
　そして　伝統的なプロダクションサービスを
超えて、様々な情報サービスやマーケティング
サービスをビジネスに取り込んでいくことで
す。
　それによって、将来、様々な経済変動があっ
ても、そのサービスネットワークの中で生き残
っていくことができる様になります。
　また、私たちは顧客を啓蒙して印刷（プリン
ト）の価値を解ってもらう事です。ただじっと
待っていても仕事は来ません。
　私たちの顧客に対して何が出来るのか？　ま
た、顧客のニーズに対してどの様に答える事が
出来るのか？を追求していく必要があります。
そして　この創造的破壊が重要だということで
す。
　最後に申し上げたいのは、今ある方法を壊し
て、新しいビジネスモデルを作り、顧客にとっ
ての新しい価値を作り出すこと。
　すなわち「創造的破壊」が一番重要で大事で
あると私は考えています。

・ 	印刷産業のための個人情報保護の手引き（平
成21年11月改訂版）
　	┄印刷産業における個人情報保護ガイドライ
ン（JIS	Q	15001：2006	準拠）解説書┄
平成21年11月発行／Ａ４判128頁／日本フォ
ーム工連会員特別価格1,500円（税込・送料込）

　（社）日本印刷産業連合会では、平成19年７月
にJIS規格に準拠した「印刷産業における個人情
報保護ガイドライン」（平成20年２月1日改定)を
制定しました。また、印刷産業としての個人情
報保護活動のため、平成20年２月に「印刷産業

■書籍案内(日本印刷産業連合会発刊)
のための個人情報保護の手引き」を上梓しまし
た。初版以降印刷業界では「個人情報保護マネ
ジメントシステム」（PMS）の導入が進みました
が、それを上回るスピードで個人情報保護への
社会的要請は大きくなっています。こうしたこ
とから初版では解説しきれなくなった問題や新
たに明確になった事柄について取り上げる必要
があると考え、この度「改訂版」を発行しました。
改訂版では「ガイドラインの逐次的な解説」のほ
か、印刷業界特有の業務フローにおいて「見過
ごされがちな安全管理措置」や「日常業務での社
内規定や様式サンプル等の具体例」を豊富に取
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■ ホームページ掲載一覧（10 月～ 12 月）

10月16日 セミナー記録：業務委員会主催	平成21年度第３回講演会（８月27日開催）
	 　「感動を呼ぶサービスの真髄」
　　　　　	　CSホスピタリティ総合プロデュサー　林田正光氏
10月16日 業務委員会：日本フォーム印刷工業連合会第５回理事会報告
10月16日 資材委員会：９月度・10月度用紙事情報告書
11月09日 セミナー情報：中部フォーム印刷工業会主催セミナー案内
	 　「ビジネスチャンスをどう見つけるか」
　　　	 　発明主婦で起業家（株）ナビット　福井泰代様
11月09日 業務委員会：日本フォーム印刷工業連合会第６回理事会報告

11月09日 セミナー情報：国際委員会・技術委員会合同セミナー
　	 　	「LABEL	EXPO	2009・欧州関連企業視察」「PRINT2009・JGAS2009	視察報告」

「パネルディカッション」
12月07日 資材委員会：11月度用紙事情報告書
12月07日 業務委員会：日本フォーム印刷工業連合会第７回理事会報告
12月09日 セミナー記録：平成21年度第１回特別企画セミナー（7月15日開催）
	 　「印刷市場を広げるプロモーショナル・マーケィング」
	 　（社）プロモーショナル・マーケィング協会	専務理事	坂井田稲之氏
12月09日 セミナー記録：国際委員会・技術委員会合同セミナー（12月１日開催）
	 　合同セミナー発表資料公開

り上げております。

構成
・	個人情報保護マネジメントシステム構成早見
表
・「	印刷産業における個人情報保護ガイドライ
ン」の条文解説のページ

　第１章　総則　第１条～第３条	
　第２章　	要求事項　第１節（第４条）～第13節	

（第41条）
・資料及びサンプル　・	事例INDEXのページ

内容
・	「ガイドライン」の条文ごとに、目的や内容に関
する印刷事業者向けの平易な解説
・	印刷事業者が見落としがちな、安全管理措置
について、具体的事例で丁寧に解説
・	ＰＭＳ推進のための組織体制、文書、記録、
作業手順などの詳しい様式サンプルを掲載
・	実際の場面に即して、すぐに活用できる事例
をわかり易く、小見出しつきで多数紹介
・	知っておきたい法令・規範、省庁・業界のガ
イドラインへのアクセス一覧

Chance (CO2 削減への機会）
Eco-UVシステム（低電力型紫外線照射装置）

従来型ランプ 弊社ランプ 比較差
ランプ総電力 8kw 2.2kw ▲ 5.8kw
待機総電力 4kw 0.5 ～ 0.75kw ▲ 3.5 ～ 3.25kw
年間電気代 40 万円 11 万円 ▲ 29 万円
年間 Co2 排出量 8.88t 2.44t 6.44t

電力、電気代、CO2 を約70％削減します
条件：発光長 500mm、電気代 25kw/ 時間、稼働時間 2,000 時間 / 年

株式会社東通研 東京都豊島区要町1−29−11　　電話03−5917−1160
 E-mail：totsuken ＠ tkm.att.ne.jp
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